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般
財
団
法
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二
〇
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年
一
〇
月
一
日
（
土
）

　

日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館

　
　

第
三
部　

一
八
：
〇
〇
よ
り

　

設
立
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　

第
二
部　

一
五
：
三
〇
よ
り

　

レ
ク
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト　

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
リ
ス
ト
、
新
実
徳
英
、
西
村
朗
の
作
品

　
　

第
一
部　

一
三
：
〇
〇
よ
り

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
知
と
文
明
の
転
換
の
た
め
に
」

　

「
知

と

文

明

の

フ
ォ
ー

ラ

ム
」　
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わ
が
国
に
お
け
る
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
主
唱
者
で
あ
り
、《
不
滅
の
恋
人
》
問
題
を
中
心
と
す
る
世
界
的
な
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
研
究
者
で
あ
っ
た
故
青
木
や
よ
ひ
の
遺
産
に
も
と
づ
き
、
一
般
財
団
法
人

「
知
と
文
明
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
設
立
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
設
立
の
目
的
は
、
財
団
の
定
款
第
三
条
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、「
こ
の
法
人
は
、
わ
が
国
の
知
及
び
文
化
や
芸
術
な
ど
の
水
準
の
向
上
に
貢
献
し
、
ま
た
未
来
に
向
け
、
新
し
い
知
と
文
明
の
あ
り
方
を
探
求
し
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
社
会
に
提
供
す
る
事
業
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
す
る
」。

　

こ
の
知
と
文
明
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
す
で
に
任
意
団
体
と
し
て
二
〇
〇
六
年
か
ら
活
動
を
は
じ
め
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
レ
ク
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
多
彩
な
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
ブ

ロ
グ
を
も
開
設
し
、
新
し
い
知
や
文
明
の
あ
り
方
を
模
索
し
、
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
活
動
は
一
定
の
成
果
を
え
た
も
の
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
財
団
の
設
立
は
、
そ
の
一
段
の
強
固
な
発
展
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

す
で
に
、
利
便
や
効
率
を
は
か
る
経
済
合
理
性
の
追
求
に
の
み
依
存
し
て
き
た
近
代
文
明
は
、
地
球
資
源
の
収
奪
と
浪
費
に
よ
っ
て
自
然
環
境
を
破
壊
し
、
人
類
生
存
の
危
機
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
国
際
的
・
国

内
的
格
差
を
増
大
さ
せ
、
国
家
間
・
国
際
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
葛
藤
や
紛
争
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
情
報
革
命
と
金
融
工
学
を
背
景
に
、
経
済
的
世
界
制
覇
を
め
ざ
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
崩
壊
は
、
こ
う
し

た
近
代
文
明
の
限
界
を
露
呈
し
た
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
は
東
日
本
大
震
災
で
す
。
震
災
が
も
た
ら
し
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
三
基
の
原
子
炉
の
炉
心
溶
融
を
頂
点
と
す
る
大
事
故
は
、
こ
の
文
明
が
致
死
的
な
デ
ッ
ド
・
エ
ン
ド
に
陥
っ
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い

ま
す
。
こ
の
方
向
の
外
挿
法
的
な
延
長
上
に
は
出
口
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
明
の
転
換
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
支
え
て
き
た
近
代
の
知
の
転
換
が
、
い
ま
ま
さ
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
時
に
あ
た
り
、
私
た
ち
は
決
意
を
あ
ら
た
に
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
こ
の
転
換
に
向
け
て
の
知
的
・
文
化
的
・
芸
術
的
努
力
を
進
め
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
わ
が
国
や
世
界
の
未
来
に
貢
献
し
た
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。

一
般
財
団
法
人

「
知
と
文
明
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
設
立
趣
意
書

二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
日

代
表
理
事　

北　

沢　

方　

邦
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学
会
賞
作
品
賞
受
賞
）。
そ
の
他
、
牛
深
ハ
イ
ヤ
大
橋
（
二
〇
〇
一
年

土
木
学
会
景
観
最
優
秀
賞
）、
ベ
ル
ギ
ー
大
使
館
な
ど
の
設
計
・
建

築
に
た
ず
さ
わ
る
。
ま
た
小
田
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ーV

SE

（
二
〇
〇
六

年
度
ア
ジ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
大
賞
）、
同M

SE

（
第
一
〇
回
ブ
ル
ネ
ル

賞
）
な
ど
産
業
デ
ザ
イ
ン
も
手
掛
け
る
。
著
書
に
『
関
西
国
際
空
港

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
』（
一
九
九
四
年
、
講
談
社
）、『
エ
ッ
フ
ェ
ル

塔
の
か
け
ら
』（
一
九
九
七
年
、
紀
伊
国
屋
書
店
）、『
可
能
性
の
建
築
』

（
二
〇
〇
五
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
な
ど
。

西
村　

朗

一
九
五
三
年
大
阪
生
ま
れ
。
東
京
芸
術
大
学
作
曲
科
卒
業
、
同
大
学

院
修
了
。
現
在
東
京
音
楽
大
学
教
授
、
い
ず
み
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ

大
阪
芸
術
監
督
。
ル
イ
ジ
・
ダ
ッ
ラ
ピ
ッ
コ
ラ
作
曲
賞
、
尾
高
賞
（
受

賞
五
回
）、
京
都
音
楽
賞
、
サ
ン
ト
リ
ー
音
楽
賞
な
ど
を
受
賞
。
一
一

歳
の
と
き
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
『
第
九
』
に
魅
せ
ら
れ
作
曲
家
を
志

す
。
の
ち
西
欧
作
曲
技
法
の
頂
点
に
あ
る
ラ
ヴ
ェ
ル
ら
の
珠
玉
の
作

品
に
触
れ
て
西
欧
の
伝
統
か
ら
前
衛
に
い
た
る
技
法
か
ら
意
識
的
に

遠
ざ
か
り
、
東
南
ア
ジ
ア
の
伝
統
音
楽
や
日
本
の
雅
楽
な
ど
に
新
し

い
世
界
を
探
る
。
そ
れ
ら
の
現
代
化
と
し
て
の
多
層
的
ヘ
テ
ロ
フ
ォ

ニ
ー
の
作
曲
技
法
を
創
り
だ
し
、
今
日
に
い
た
る
。
作
品
に
『
二
台

の
ピ
ア
ノ
と
管
弦
楽
の
た
め
の
ヘ
テ
ロ
フ
ォ
ニ
ー
』『
幻
影
と
マ
ン
ト

ラ
』『
蘇
莫
舎［
そ
ま
く
し
ゃ
］』な
ど
作
品
約
二
〇
〇
曲
。
著
書
に『
光

の
雅
歌
』（
二
〇
〇
五
年
、
春
秋
社
）
な
ど
。

北
沢
方
邦

一
九
二
九
年
静
岡
県
生
ま
れ
。
桐
朋
学
園
大
学
音
楽
学
部
教
授
、
信

州
大
学
教
養
部
教
授
、
神
戸
芸
術
工
科
大
学
・
大
学
院
教
授
を
経
て
、

現
在
信
州
大
学
名
誉
教
授
。
構
造
人
類
学
・
科
学
認
識
論
・
音
楽
社

会
学
専
攻
。
一
九
七
〇
─
八
〇
年
代
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
グ
ル
ー

プ
Ｋ
Ｉ
Ｖ
Ａ
を
、
ま
た
政
策
集
団
２
１
世
紀
ク
ラ
ブ
を
主
宰
。
科
学

認
識
論
関
係
の
著
書
に
『
構
造
主
義
』（
一
九
六
九
年
、
講
談
社
現
代

新
書
）、『
知
と
宇
宙
の
波
動
』（
一
九
八
九
年
、
平
凡
社
）、『
近
代
科

学
の
終
焉
』（
一
九
九
八
年
、
藤
原
書
店
）、
構
造
人
類
学
関
係
に
『
ホ

ピ
の
太
陽
』（
一
九
七
六
年
、研
究
社
）、『
日
本
神
話
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』

（
一
九
九
一
年
、
平
凡
社
）、『
感
性
と
し
て
の
日
本
思
想
』（
二
〇
〇
二

年
、藤
原
書
店
）、『
古
事
記
の
宇
宙
論
』（
二
〇
〇
四
年
、平
凡
社
新
書
）、

音
楽
社
会
学
関
係
に
『
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
音
』（
一
九
八
六
年
、

新
芸
術
社
）、『
音
楽
入
門
』（
二
〇
〇
五
年
、
平
凡
社
）、
そ
の
他
『
ヨ

ー
ガ
入
門
』、『
風
と
航
跡
（
自
伝
）』『
目
に
み
え
な
い
世
界
の
き
ざ

し
（
詩
集
）』
な
ど
。

レ
ク
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者
紹
介

パ
ー
ク
・
ヨ
ン
ヒ

ピ
ア
ニ
ス
ト
、
在
日
コ
リ
ア
ン
二
世
。
桐
朋
女
子
高
等
学
校
音
楽
科

卒
業
後
、
ス
イ
ス
国
立
チ
ュ
ー
リ
ヒ
芸
術
大
学
音
楽
科
を
最
優
秀
で

卒
業
、
同
大
学
研
究
科
修
了
。
ウ
ィ
ー
ン
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
コ
ン
ク

ー
ル
特
別
賞
受
賞
。
帰
国
後
リ
サ
イ
タ
ル
な
ど
を
開
催
。
ま
た
、『
ゴ

ー
ル
ト
ベ
ル
ク
変
奏
曲
』（
チ
ェ
ン
バ
ロ
）、『
ゴ
ー
ル
ト
ベ
ル
ク
変
奏

曲
の
八
つ
の
低
音
に
も
と
づ
く
一
五
の
カ
ノ
ン
』（
ゾ
ー
ン
ラ
イ
ト
ナ

ー
と
の
二
台
の
チ
ェ
ン
バ
ロ
）』、『
バ
ッ
ハ：パ
ル
テ
ィ
ー
タ
第
六
番
／

ブ
ラ
ー
ム
ス：ピ
ア
ノ
作
品
集
作
品
七
六
』
な
ど
の
Ｃ
Ｄ
を
リ
リ
ー
ス
。

古
典
か
ら
現
代
に
い
た
る
作
品
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
。
二
〇
〇
七

年
二
月
、
知
と
文
明
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催
レ
ク
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー

ト
「
不
滅
の
恋
人
に
み
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
変
貌
」
に
出
演
す
る
。

新
実
徳
英

東
京
大
学
工
学
部
卒
業
。
東
京
芸
術
大
学
作
曲
科
卒
業
、
同
大
学
院

修
了
。
現
在
桐
朋
学
園
大
学
大
学
院
教
授
・
同
大
学
特
任
教
授
。
東

京
音
楽
大
学
客
員
教
授
。
バ
レ
エ
曲
『
ア
ン
ラ
サ
ー
ジ
ュ
』
に
よ
り

第
八
回
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
国
際
バ
レ
エ
音
楽
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
で
史
上
二

人
目
の
グ
ラ
ン
プ
リ
お
よ
び
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
市
賞
を
受
賞
、『
協
奏
的
交

響
曲
』
で
第
五
五
回
尾
高
賞
受
賞
、
そ
の
他
文
化
庁
芸
術
祭
優
秀
賞
・

同
大
賞
な
ど
数
々
の
受
賞
作
品
を
書
く
。
い
わ
ゆ
る
西
欧
前
衛
音
楽

な
ど
の
型
に
ま
っ
た
く
は
ま
ら
ず
、
東
洋
や
日
本
の
伝
統
音
楽
に
霊

感
を
え
た
自
由
で
闊
達
な
作
曲
技
法
に
よ
っ
て
脱
近
代
の
新
し
い
音

楽
創
造
の
あ
り
方
を
示
す
。
主
要
作
品
に
上
記
の
他
、
和
太
鼓
と
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
と
管
弦
楽
の
た
め
の
『
風
神
・
雷
神
』、
管
弦
楽
の
た

め
の
『
創
造
神
の
眼
』、同
『
焔
の
螺
旋
』、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
『
カ

ン
ト
ゥ
ス
・
ヴ
ィ
タ
ー
リ
ス
』
Ⅰ
Ⅱ
な
ど
、
ま
た
室
内
楽
・
ピ
ア
ノ
曲
・

二
十
弦
筝
曲
・
歌
曲
な
ど
多
数
の
作
品
が
あ
る
。

総
合
司
会

宇
野
淑
子

作
家
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
東
京
教
育
大
学
卒
業
後
Ｔ
Ｂ
Ｓ
に
入
社
。

定
年
退
職
後
フ
リ
ー
に
。
著
書
に
『
離
別
の
四
十
五
年―

戦
争
と
サ

ハ
リ
ン
の
朝
鮮
人
』（
一
九
九
〇
年
、
潮
出
版
社
）、『
私
の
介
護
家
族

戦
争
』（
二
〇
〇
二
年
、
講
談
社
）。

設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
パ
ネ
リ
ス
ト
紹
介

坂
本
義
和

一
九
二
七
年
米
国
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
生
ま
れ
。
東
京
大
学
法
学
部
卒

業
。
同
大
学
法
学
部
助
教
授
、
同
教
授
、
の
ち
明
治
学
院
大
学
教
授
、

国
際
基
督
教
大
学
平
和
研
究
所
客
員
所
員
を
経
て
、
現
在
東
京
大
学

名
誉
教
授
。
そ
の
間
に
国
連
研
修
所
特
別
研
究
員
と
し
て
「
国
連
の

将
来
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
。
国
際
平
和
研
究
学
会
（IPRA

）
代

表
、
地
域
組
織
ア
ジ
ア
平
和
研
究
学
会
（A

PRA

）
代
表
、
ユ
ネ
ス

コ
平
和
教
育
賞
審
査
委
員
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和
研
究
所

（SIPRI
）
学
術
評
議
員
、
国
際
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
世
界
秩
序
の

構
想
（W

O
M

P
）」
共
同
代
表
な
ど
を
つ
と
め
る
。
国
際
政
治
学
・

平
和
研
究
を
専
攻
。
著
書
に
『
人
間
と
国
家
』
上
下
（
二
〇
一
一
年
、

岩
波
新
書
）、『
相
対
化
の
時
代
』（
一
九
九
七
年
、
岩
波
新
書
）、『
坂

本
義
和
集
』
全
六
巻
（
二
〇
〇
四
─
五
年
、
岩
波
書
店
）
な
ど
。

大
内
秀
明

一
九
三
二
年
東
京
生
ま
れ
。
東
京
大
学
経
済
学
部
卒
業
、
同
大
学
院

修
了
。
明
治
学
院
大
学
講
師
、
東
北
大
学
教
養
部
講
師
、
同
助
教
授
、

教
授
、
そ
の
後
東
北
科
学
技
術
短
期
大
学
長
、
白
鴎
大
学
客
員
教
授

を
経
て
、
現
在
東
北
大
学
名
誉
教
授
お
よ
び
財
団
法
人
み
や
ぎ
建
設

総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
。
経
済
学
を
専
攻
、
経
済
学
博
士
。
現
在
脱
近

代
思
想
の
先
駆
者
と
し
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
、
宮
沢
賢
治
を
研

究
す
る
。
一
九
七
〇―

八
〇
年
代
に
は
日
本
社
会
党
系
の
シ
ン
ク
タ

ン
ク
「
平
和
経
済
研
究
所
」
代
表
や
同
党
「
影
の
内
閣
」
経
企
庁
長

官
な
ど
を
つ
と
め
、
社
会
的
に
も
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
。
著
書

に
『
価
値
論
の
形
成
』（
一
九
六
四
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）、『
多
極

化
の
な
か
の
日
本
経
済
』（
一
九
七
二
年
、
河
出
書
房
新
社
）、『
ソ
フ

ト
ノ
ミ
ッ
ク
ス
』（
一
九
九
〇
年
、
日
本
評
論
社
）、『
恐
慌
論
の
形

成
』（
二
〇
〇
五
年
、
日
本
評
論
社
）、『
賢
治
と
モ
リ
ス
の
環
境
芸
術
』

（
二
〇
〇
七
年
、
時
潮
社
）
な
ど
。

岡
部
憲
明

一
九
四
七
年
静
岡
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
卒
業
。
フ
ラ

ン
ス
に
て
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
設
計
チ
ー
ム
に
参
加
。
ま
た

レ
ン
ゾ
・
ピ
ア
ノ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
パ
リ
・

チ
ー
フ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
、
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
代
表

取
締
役
を
経
て
、
現
在
岡
部
憲
明
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
主
宰
、
神
戸
芸
術
工
科
大
学
教
授
。
芸
術
工
学
博
士
。
関
西
国

際
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
設
計
コ
ン
ペ
に
優
勝
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
建
築
を
主
導
す
る
（
一
九
九
五
年
日
本
建
築
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設
立
趣
意
書
で
述
べ
た
よ
う
に
、
多
大
の
犠
牲
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
と
、
そ
れ
に
と
も
な
い
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
フ
ク
シ
マ
原
発
大
事
故
は
、
近
代
文
明
の
終
末
を
予
感
さ
せ
る
象
徴
的
で

き
ご
と
で
あ
っ
た
。
自
然
環
境
の
破
壊
に
直
面
し
、
す
で
に
一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
あ
げ
ら
れ
て
い
た
近
代
文
明
転
換
の
声
は
、
い
ま
や
切
実
な
も
の
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
近
代
文
明
を
支
え
、
発
展
さ
せ
て
き
た
原
動
力
は
近
代
の
知
で
あ
る
。
精
神
と
身
体
あ
る
い
は
知
と
物
質
の
二
元
論
に
立
ち
、
み
ず
か
ら
の
存
在
の
根
源
で
あ
る
身
体
性
、
い
い

か
え
れ
ば
「
自
然
」
を
忘
却
し
て
き
た
近
代
の
知
は
、
い
ま
や
み
ず
か
ら
の
身
体
性
を
ふ
く
む
自
然
全
体
の
復
讐
を
受
け
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

文
明
の
転
換
は
、
ま
ず
こ
の
よ
う
な
知
の
転
換
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
究
極
に
は
世
界
の
見
方
、
あ
る
い
は
宇
宙
の
見
方
の
転
換
で
あ
り
、
現
実
的
に
は
、
政
治
や
経
済
の
直
面
し
て
い
る

状
況
の
解
読
の
仕
方
、
あ
る
い
は
文
化
や
芸
術
や
知
的
財
産
な
ど
の
あ
り
方
の
転
換
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

い
ま
む
し
ろ
、
知
の
分
野
や
科
学
、
あ
る
い
は
芸
術
の
最
先
端
で
、
近
代
の
知
の
転
換
を
先
取
り
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
や
こ
こ
ろ
み
が
出
現
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
知
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
わ
が
国

の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
以
下
の
方
々
か
ら
、
専
門
に
も
と
づ
く
問
題
提
起
を
し
て
い
た
だ
き
、
知
と
文
明
の
転
換
へ
の
展
望
を
切
り
拓
き
た
い
と
念
願
し
て
い
る
。
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
一
般
財
団
法
人
「
知
と
文
明
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
設
立
記
念
行
事
の
冒
頭
に
据
え
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

（
北
沢
方
邦
）

設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

知
と
文
明
の
転
換
の
た
め
に
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二
一
世
紀
の
地
球
政
治
的
課
題　

坂
本
義
和

人
間
が
モ
ノ
、
動
植
物
、
ヒ
ト
を
資
源
と
し
て
利
用
・
活
用

す
る
社
会
組
織
の
再
生
産
の
様
式
が
文
明
で
あ
ろ
う
。
資
源

を
組
織
的
に
利
用
す
る
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
操
作
の
技
術
と
権

力
が
要
る
。
そ
れ
は
、
古
代
か
ら
、
多
様
な
形
で
の
男
女
の

奴
隷
的
労
働
と
動
物
の
労
働
と
し
て
続
い
た
。
一
八
世
紀
の

蒸
気
機
関
の
開
発
に
よ
り
、
ヒ
ト
の
生
産
性
が
上
が
り
、
奴

隷
制
は
公
式
に
は
不
要
と
な
っ
た
。
一
九
世
紀
後
半
に
は
電

気
時
代
と
な
り
、
生
産
・
消
費
と
通
信
の
効
率
が
高
ま
る
と

と
も
に
ヒ
ト
余
り
（
失
業
・
恐
慌
）
が
増
え
た
。
二
〇
世
紀

中
葉
に
は
核
時
代
に
入
り
、
原
子
力
が
生
産
・
消
費
に
利
用

さ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
本
来
、
人
類
に
と
り
恐
る
べ
き
凶

器
だ
っ
た
。
生
産
力
の
画
期
的
上
昇
は
、
破
壊
力
の
未
曾
有

の
増
大
で
も
あ
る
。
生
産
力
を
競
う
植
民
地
支
配
や
戦
争
に

よ
っ
て
資
源
を
争
奪
し
て
き
た
「
先
進
国
」
の
ヒ
ト
は
、
モ

ノ
や
動
植
物
の
枯
渇
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
現
在
「
後
発
国
」

は
、
猛
烈
な
勢
い
で
「
先
進
国
」
モ
デ
ル
を
追
求
し
て
い
る
。

二
〇
五
〇
年
に
は
九
〇
億
の
人
口
が
予
測
さ
れ
て
い
る
世
界

で
、
人
類
は
ど
の
よ
う
に
し
て
共
生
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
国
家
間
の
国
際
政
治
で
は
な
く
、
地
球
政
治
の
問
題
だ
。

東
日
本
大
震
災
と
文
明
の
大
転
換

─
宮
沢
賢
治
と
Ｗ
・
モ
リ
ス
に
学
ぶ　

大
内
秀
明

（
一
） 

三
陸
大
津
波
と
宮
沢
賢
治
の
生
と
死
を
考
え
る

一
八
九
六
年　

明
治
三
陸
大
津
波　

Ｗ
・
モ
リ
ス
と
賢
治
の

誕
生

一
九
三
三
年　

昭
和
三
陸
大
津
波　

宮
沢
賢
治
の
死

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日　

東
日
本
大
震
災
・
平
成
三
陸
大

津
波

（
二
） 

福
島
原
発
事
故
が
提
起
し
て
い
る
も
の

原
発
安
全
神
話
の
崩
壊
と
近
代
科
学
文
明
の
限
界
、
原
子
力

利
用
は
可
能
だ
っ
た
の
か
？

（
三
） 

戦
後
日
本
の
東
北
開
発
の
軌
跡
と
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
地

地
域
資
源
立
地
型
か
ら
輸
入
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
、「
原

発
銀
座
」
は
な
ぜ
開
発
さ
れ
た
か
？

（
四
） 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
文
明
の
転
換
の
今
日
的
意
味

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）+　

Ｌ
Ｃ
Ｅ
（
低
炭
素
経
済
）=

新
産
業
革
命
の
歴
史
的
地
位
は
何
か
？

（
五
） 

宮
沢
賢
治
と
Ｗ
・
モ
リ
ス
の
環
境
芸
術
か
ら
学
ぶ
も
の

「
自
然
と
芸
術
」「
労
働
と
芸
術
」
の
質
的
転
換
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
回
帰
の
歴
史
的
意
義

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
と
人
間
性　

岡
部
憲
明

石
造
や
木
造
に
よ
る
古
典
時
代
か
ら
の
都
市
空
間
は
一
九
世

紀
に
は
じ
ま
る
鉄
と
ガ
ラ
ス
の
技
術
革
新
の
中
で
大
き
く
変

容
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
鉄
道
駅
や
博
覧
会
施
設
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
摩
天
楼
は
世
界
を
急
激
に
変
え
て
い
っ

た
。
こ
れ
に
続
く
現
代
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
計
算
能

力
の
著
し
い
進
歩
の
上
に
よ
り
巨
大
で
複
雑
な
構
築
物
、
建

築
の
建
設
が
世
界
の
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

今
日
の
人
工
環
境
構
築
の
計
画
の
中
で
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら

な
い
の
は
、
人
間
の
身
体
性
、
知
覚
に
対
す
る
考
察
だ
ろ
う
。

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
や
大
規
模
鉄
道
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の

移
動
空
間
の
中
に
も
人
間
性
に
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
は
求
め

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
広
場
や
公
園
な
ど
の
都
市
の

外
部
空
間
、
建
築
の
外
装
の
素
材
や
デ
ィ
テ
ー
ル
に
も
人
間

の
た
め
の
空
間
を
生
み
出
す
た
め
の
方
法
は
組
み
込
ま
れ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
人
間
の
身
体
性
、
知
覚
を
テ
ー
マ
に
今

日
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
の
持
つ
べ
き
可
能
性
を
語
っ
て

み
た
い
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
つ
い
て
思
う
こ
と　

西
村　

朗

私
見
に
よ
れ
ば
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
音
楽
史
上
に
お
け
る

最
初
の「
作
曲
家
」で
あ
る
。
彼
は
音
楽
作
品
す
な
わ
ち「
曲
」

を
「
作
る
」
こ
と
に
、
人
生
を
か
け
て
専
心
し
た
。
彼
は
一

作
ご
と
に
徹
底
的
に
創
意
を
注
ぎ
、
前
例
を
超
え
て
磨
き
抜

き
、
高
い
完
成
を
希
求
し
た
。
加
え
て
彼
は
、
そ
こ
に
自
ら

の
精
神
活
動
と
人
生
体
験
を
「
表
現
」
し
よ
う
と
し
た
。
そ

し
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
一
曲
一
曲
に
誇
り
高
く
署
名
し

た
。
以
後
は
、
誰
が
そ
れ
を
作
曲
し
た
の
か
、
と
い
う
署
名

性
が
、
作
曲
家
と
い
う
存
在
を
意
味
づ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

彼
以
前
の
バ
ッ
ハ
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
作
品
に
は
元
来
そ
う

し
た
性
格
は
薄
い
。
さ
ら
に
ま
た
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
自
ら
の
た
め
に
作
曲
を
続
け
た
最
初
の

例
で
も
あ
る
。
彼
は
同
じ
よ
う
な
も
の
を
二
つ
以
上
は
決
し

て
作
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
同
じ
も
の
を
二
つ
以
上
、
自

ら
所
有
す
る
必
要
が
無
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

彼
の
作
品
は
彼
自
身
の
た
め
に
作
ら
れ
、
彼
自
身
が
所
有
者

で
あ
っ
た
。
晩
年
の
大
作
『
荘
厳
ミ
サ
曲
』
で
さ
え
例
外
で

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
愚
考
を

通
じ
て
、
今
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
仕
事
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
は
人
と
音
楽
と
の
関
係
に
つ
い
て
思
う
こ
と
の
一
端
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

司
会
と
補
遺　
　
　
　
　

北
沢
方
邦

科
学
認
識
論
の
立
場
か
ら
補
遺
的
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
す
な
わ
ち
二
〇
世
紀
の
最
後
の
数
十
年
か
ら
は
じ
ま

っ
た
あ
る
種
の
「
科
学
革
命
」
ま
た
は
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ

ト
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
物
理
学
で
あ
り
、
ひ
と
つ
は
生
物
学

で
あ
る
。
量
子
力
学
は
確
率
論
的
で
異
常
な
微
視
的
世
界
の

像
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
れ
を
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
解
釈
の

二
元
論
に
閉
じ
込
め
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
二
元
論
の
絶
対
的

矛
盾
を
解
決
す
る
多
重
世
界
解
釈
や
ス
ト
リ
ン
グ
理
論
が
登

場
し
、
そ
れ
が
近
代
科
学
の
伝
統
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
決
定
的

転
換
、
世
界
像
の
大
転
換
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

生
物
学
で
も
分
子
生
物
学
が
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の
生
物
の
仕

組
み
の
画
期
的
発
見
を
し
た
が
、
そ
れ
を
遺
伝
子
決
定
論
と

い
う
か
た
ち
で
新
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
が
誤
っ
た
解
釈
を
普
及

さ
せ
た
。
だ
が
微
生
物
科
学
の
新
し
い
諸
発
見
や
、
後
天
的
・

環
境
的
要
因
が
遺
伝
子
配
列
（
ゲ
ノ
ム
）
さ
え
も
変
異
さ
せ

る
と
い
う
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
（
後
発
生
遺
伝
学
）
が

そ
の
解
釈
を
く
つ
が
え
し
、
無
生
物
さ
え
含
む
万
物
の
共
生

と
環
境
の
後
天
的
作
用
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
よ
る
進
化
と
い

う
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
進
化
論
を
書
き
換
え
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ

フ
ト
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

報
告
要
旨
（
発
言
順
）
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故
青
木
や
よ
ひ
の
遺
産
に
よ
る
財
団
設
立
記
念
レ
ク
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
当
然
青
木
や
よ
ひ
の
知
的
遺
産
の
継
承
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
青
木
の
提
唱
し
た
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
フ
ク
シ
マ
後
の
今
日
、
い
ま
こ
そ
そ
の
必
要
を
声
高
に
主
張
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
別
の
機
会
に
譲
ろ
う
。

　

こ
こ
で
は
世
界
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
彼
女
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
研
究
の
中
心
と
な
っ
た
作
品
と
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
後
期
様
式
の
継
承
者
・
発
展
者
と
し
て
彼
女
が
高
く
評
価
し
て
い
た
リ
ス
ト
・

フ
ェ
レ
ン
ツ
（
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
）―

―

今
年
は
彼
の
生
誕
二
百
年
記
念
で
も
あ
る―

―

の
作
品
、
ま
た
か
つ
て
西
欧
近
代
音
楽
の
枠
を
超
え
た
彼
ら
の
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
現
代
音
楽
の
枠
組
み
を

大
き
く
超
え
、
日
本
を
ふ
く
む
ア
ジ
ア
の
広
大
な
音
の
宇
宙
を
、
新
し
い
音
楽
的
普
遍
性
の
も
と
に
展
開
し
て
い
る
作
曲
家
、
新
実
徳
英
と
西
村
朗
の
作
品
を
と
り
あ
げ
よ
う
。
い
わ
ゆ
る
現
代
音
楽
を

つ
ね
に
敬
遠
し
て
い
た
青
木
や
よ
ひ
で
あ
る
が
、
新
実
徳
英
や
西
村
朗
の
作
品
は
好
ん
で
聴
い
て
い
た
。
そ
こ
に
文
明
の
転
換
後
の
未
来
の
音
楽
を
発
見
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
北
沢
方
邦
）

設
立
記
念
レ
ク
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
趣
意

演
奏
と
ト
ー
ク

ト
ー
ク
Ⅰ　

青
木
や
よ
ひ
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
研
究―

―
新
実
徳
英　

北
沢
方
邦

演
奏　
　
　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン―

―

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
変
イ
長
調
作
品
一
一
〇

ピ
ア
ノ　
　

パ
ー
ク
・
ヨ
ン
ヒ

休
憩
（
一
〇
分
）

ト
ー
ク
Ⅱ　

リ
ス
ト
の
生
誕
二
百
年
記
念
と
二
一
世
紀
の
音
楽―

―

新
実
徳
英　

パ
ー
ク
・
ヨ
ン
ヒ　

北
沢
方
邦

演
奏　
　
　

リ
ス
ト―

―

泉
の
ほ
と
り
に
て
（『
巡
礼
の
年
』
第
一
年
ス
イ
ス
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
の
夢

　
　
　
　
　

新
実
徳
英―

―

風
は
見
る
…
（『
風
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
』
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
リ
ラ
ン
か
ら
未
来
へ

　
　
　
　
　

西
村　

朗―
―

ア
リ
ラ
ン
幻
想
曲

ピ
ア
ノ　
　

パ
ー
ク
・
ヨ
ン
ヒ
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ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン　

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
変
イ
長
調　

作
品
一
一
〇

第
一
楽
章　

四
分
の
三
拍
子　

変
イ
長
調　

第
二
楽
章　

四
分
の
二
拍
子　

ヘ
短
調  

第
三
楽
章　

序
奏　

四
分
の
四
拍
子
／
フ
ー
ガ　

変
イ
長
調

八
分
の
六
拍
子 

作
品
一
〇
九
に
つ
づ
く
作
品
一
一
〇
は
、《
不
滅
の
恋
人
》

と
の
愛
の
挫
折
に
由
来
す
る
心
の
痛
手
と
苦
悩
を
う
た
っ
て

い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ま
ず
、
第
一
楽
章
主
題

の
後
半
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
ト
長

調
』（
作
品
三
〇―

三
）
の
第
二
楽
章
テ
ン
ポ
・
デ
ィ
・
メ

ヌ
エ
ッ
ト
に
も
登
場
す
る
が
、
明
ら
か
に
、
グ
ル
ッ
ク
の
オ

ペ
ラ
『
オ
ル
フ
ェ
オ
と
エ
ウ
リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
』
の
オ
ル
フ
ェ

オ
の
ア
リ
ア
「
わ
れ
エ
ウ
リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
を
失
え
り
」
の
旋

律
の
ひ
そ
か
な
借
用
で
あ
る
と
い
え
る
。
失
っ
た
妻
エ
ウ
リ

デ
ィ
ケ
ー
を
嘆
く
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
ア
リ
ア
は
竪
琴
風
の
伴

奏
で
う
た
わ
れ
る
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品
一
一
〇
の

こ
の
楽
章
で
は
、
こ
の
嘆
き
は
同
じ
く
竪
琴
風
の
分
散
和
音

と
な
っ
て
砕
け
散
る
。
こ
の
嘆
き
の
歌
は
、
第
三
楽
章
の
ア

ダ
ー
ジ
ョ
・
マ
・
ノ
ン
・
ト
ロ
ッ
ポ
の
深
淵
、
あ
る
い
は

《
心
の
冥
府
》
の
扉
を
開
く
が
、
ま
さ
に
そ
れ
は
「
嘆
き
の

歌
（K

lagender Gesang

）」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
「
嘆
き
の
歌
」
は
、
そ
れ
を
克
服
し
よ
う
と
努
力
す
る
フ

ー
ガ
の
あ
と
で
再
現
す
る
が
、
そ
の
と
き
は
「
力
尽
き
、
嘆

き
つ
つ
（erm

attet,klagend

）」
と
、
さ
ら
に
苦
悩
を
深
め

る
。
こ
の
「
嘆
き
の
歌
」
が
、
の
ち
に
書
か
れ
、
ア
ン
ト
ー

ニ
ア
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
献
呈
さ
れ
た
『
デ
ィ
ア
ベ
ッ
リ
変

奏
曲
』
の
第
三
一
変
奏
に
再
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ

れ
て
い
い
。
前
者
は
変
イ
短
調
、
後
者
は
ハ
短
調
と
調
性
は

異
な
る
が
、
ま
っ
た
く
同
じ
音
域
で
「
嘆
き
の
歌
」
を
展
開

す
る
。
そ
の
う
え
後
者
で
も
、
こ
れ
に
つ
づ
く
の
は
、
前
者

の
フ
ー
ガ
よ
り
力
強
い
二
重
フ
ー
ガ(

第
三
二
変
奏)

で
あ

り
、
苦
悩
の
克
服
も
よ
り
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。（
北

沢
方
邦
、『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
〈
不
滅
の
恋
人
〉
の
探
究
』（
青

木
や
よ
ひ
著
）
付
録
よ
り
抜
粋
）

リ
ス
ト

泉
の
ほ
と
り
に
て

（『
巡
礼
の
年
』「
第
一
年
ス
イ
ス
」
よ
り
第
四
番
変
イ
長
調
）

『
巡
礼
の
年
』
は
、全
三
集
計
二
六
曲
（「
第
一
年
ス
イ
ス
」、「
第

二
年
イ
タ
リ
ア
（
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
ナ
ポ
リ
が
補
遺
）」、「
第

三
年
」）
か
ら
な
り
、
リ
ス
ト
の
ピ
ア
ノ
作
品
の
中
で
、
ピ
ア

ノ
・
ソ
ナ
タ
と
並
ぶ
最
高
傑
作
で
あ
る
。「
第
一
年
ス
イ
ス
」は
、

リ
ス
ト
が
二
二
歳
の
こ
ろ
に
出
逢
っ
た
マ
リ
ー
・
ダ
グ
ー
伯
爵

夫
人
と
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
へ
の
逃
避
行
の
際
に
得
た
感
動
が
収
め

ら
れ
た
「
旅
人
の
ア
ル
バ
ム
」
と
い
う
曲
集
に
、
後
に
数
曲
が

加
え
ら
れ
た
作
品
集
で
あ
る
。「
旅
人
の
ア
ル
バ
ム
」
は
旅
行

中
の
一
八
三
五―

六
年
に
作
曲
さ
れ
、
こ
の
間
に
リ
ス
ト
は
、

開
校
さ
れ
た
ば
か
り
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
音
楽
院
で
教
鞭
も
と
っ
て

い
る
。
ア
ル
バ
ム
四
曲
目
の
「
泉
の
ほ
と
り
に
て
」
は
、
二
四

歳
で
既
に
熟
達
し
た
作
曲
技
法
に
よ
り
、
若
き
リ
ス
ト
の
瑞
々

し
い
感
性
が
映
し
出
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
は
、
フ

リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ラ
ー
の
一
節
に
よ
る
。（
パ
ー
ク
・

ヨ
ン
ヒ
）

リ
ス
ト

お
お
、
愛
し
う
る
限
り
愛
せ

（『
愛
の
夢―

―

三
つ
の
ノ
ク
タ
ー
ン
』よ
り
第
三
番
変
イ
長
調
）

リ
ス
ト
の
作
品
の
中
で
最
も
親
し
ま
れ
て
い
る
小
品
で
あ
る
。

も
と
も
と
は
一
八
四
三
年
頃
に
、
ド
イ
ツ
の
詩
人
ヘ
ル
マ
ン
・

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
フ
ラ
イ
リ
ヒ
ラ
ー
ト
（
一
八
一
〇
‐

七
六
）
の
詩
に
よ
る
独
唱
歌
曲
と
し
て
作
曲
さ
れ
た
が
、
こ
の

詩
に
寄
せ
て
一
八
五
〇
年
に
ピ
ア
ノ
独
奏
曲
が
作
曲
さ
れ
、『
愛

の
夢―

―

三
つ
の
ノ
ク
タ
ー
ン
』
の
中
の
一
曲
と
し
て
出
版
さ

れ
た
。
こ
の
こ
ろ
の
リ
ス
ト
は
、
そ
れ
ま
で
の
一
〇
年
間
に
及

ぶ
演
奏
活
動
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
、
一
八
四
八
年
に
、
か
つ
て

バ
ッ
ハ
が
活
躍
し
た
地
で
あ
る
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
の
宮
廷
楽
長
に

就
任
し
た
。
そ
し
て
、
二
人
目
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
カ
ロ

リ
ー
ネ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
爵
夫
人
の
助

言
も
あ
り
、
以
来
作
曲
に
専
念
す
る
。「
お
お
、
愛
し
う
る
限

り
愛
せ O

 lieb, so lang du lieben kannst!
」
か
ら
始
ま
る

こ
の
詩
は
、「
お
ま
え
が
お
墓
の
前
で
嘆
き
悲
し
む
そ
の
時
は

来
る
。
だ
か
ら
、
愛
し
う
る
限
り
愛
し
な
さ
い
。
自
分
に
心
を

開
く
者
が
い
れ
ば
、
そ
の
者
の
為
に
尽
く
し
、
ど
ん
な
時
も
悲

し
ま
せ
て
は
な
ら
な
い
…
…
」と
い
う
内
容
で
あ
る
。（
パ
ー
ク
・

ヨ
ン
ヒ
）

新
実
徳
英

風
は
見
る
…
（
一
九
九
二
）

世
界
中
を
旅
す
る
風
が
、
い
ろ
ん
な
土
地
で
聴
い
た
旋
律
や
歌

を
僕
の
と
こ
ろ
に
運
ん
で
く
れ
る―

―

い
わ
ば
〈
私
〉
を
捨
て

た
と
こ
ろ
か
ら
作
曲
が
始
ま
る―

―

、
そ
ん
な
発
想
に
よ
る
ピ

ア
ノ
曲
集
が
『
風
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
』（
一
九
九
二
年
、
カ
ワ

イ
出
版
）
で
、「
風
は
見
る
…
」
は
そ
の
最
終
曲
。
自
由
な
拍

節
法
の
中
で
揺
ら
ぐ
〈
風
〉
の
〈
透
明
な
眼
〉
は
な
に
か
を
見
、

な
に
か
を
私
た
ち
に
語
り
か
け
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
人
間
を
育

ん
で
く
れ
る
風
＝
大
自
然
が
配
っ
て
く
れ
る
優
し
さ
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。（
新
実
徳
英
）

新
実
徳
英

ア
リ
ラ
ン
か
ら
未
来
へ
（
二
〇
〇
二
）

全
体
は
四
つ
の
部
分
か
ら
で
き
て
い
る
。
最
初
の
部
分
は
ア
リ

ラ
ン
の
五
音
音
階
の
複
調
的
提
示
、
第
二
の
部
分
は
低
音
域
で

の
と
つ
と
つ
た
る
ア
リ
ラ
ン
、
経
過
部
を
は
さ
ん
で
の
第
三
の

部
分
は
朗
々
た
る
ア
リ
ラ
ン
、
第
四
の
部
分
は
コ
ー
ダ
で
あ
る
。

常
に
使
わ
れ
る
ソ
ス
テ
ヌ
ー
ト
ペ
ダ
ル
に
よ
る
独
特
の
余
韻

を
、
未
来
に
向
か
っ
て
の
柔
ら
か
な
光
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

（
新
実
徳
英
）

西
村
朗

ア
リ
ラ
ン
幻
想
曲
（
二
〇
〇
二
）

こ
の
ピ
ア
ノ
曲
は
、
作
曲
家
の
林
光
さ
ん
ら
が
中
心
に
な
っ
て

企
画
さ
れ
た
、
東
京
で
の
「
ア
リ
ラ
ン
」
を
特
集
し
た
演
奏
会

の
た
め
に
作
曲
し
た
も
の
で
、
タ
イ
ト
ル
が
示
す
と
お
り
、
有

名
な
ア
リ
ラ
ン
の
旋
律
に
も
と
づ
く
自
由
な
構
成
の
幻
想
曲
で

あ
る
。
こ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
東
洋
的
旋
律
を
知
っ
た
の
が

い
つ
だ
っ
た
の
か
全
く
思
い
出
せ
な
い
が
、
大
阪
で
の
少
年
時

代
、
一
〇
歳
以
前
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
国
や
時

代
や
言
葉
を
超
え
て
、
子
供
心
に
も
し
み
入
る
名
旋
律
だ
と
思

う
。（
西
村
朗
）
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